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論文内容の要旨
90年代以降、第二言語としての時間表現の習得研究はテイルを中心に多く行われてきた(黒野
195; Shirai & Kurono1998; 許2006など)が、その多くが単文におけるテイノレ形に関する研究であ
る。名詞修飾節中のノレ形とタ形の習得研究はまだ非常に少ない。一方、日本語の名調修飾節に関す
る習得研究は「関係節の接近可能性階層 (Noun Phrase Accessibility Hierarchy: NPAH) J と「知
覚難易度仮説 (Perceptual Di血culty Hypothesis: PDH) J の観点からの研究が主流であり、テンス
とアスペクトの観点から名詞修飾節の習得状況を考察したものは大関 (2004; 2008) 、許 (2006b)
など少数にとどまっている。しかし、大関 (2004) らの研究は形容詞修飾と名詞修飾節の聞の連続
性を論証するため、名調修飾節の意味分類だけに着目しているので、考察は十分とは言えない。そ
こで、本研究はノレ形とタ形という形態上の対立を考慮しながら、中国語母語話者による日本語名詞
修飾節中のテンス・アスペクト表現の習得過程を考察する。
日本語の名詞修飾節には、後続の名調として、実質的な名詞、形式化した名詞、そして文末で形
式用言と合して助動詞化したものがある(寺村1984) 。本研究は、まず被修飾節が実質的な名詞で
ある場合、いわゆる典型的な名詞修飾節中のテンス・アスペクト表現の習得過程を研究する。次に、
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本研究は形式化した名詞「とき J に導かれた従属節(以下、 トキ従属節と呼ぶ)中のテンス・アス
ペクト表現の習得過程を分析する。本研究はこの二つの研究課題を設定し、それに関して四つの調
査を行う。研究課題 l 、研究課題 2 及びそれに関する調査 A、 B 、 C、 D の詳細は表 l のとおりで
ある。
表 1 研究課題 1 、研究課題 2 及びそれに関する調査
研究課題 1 研究課題 2
名詞修飾節中のノレ形とタ形の意味用法 トキ従属節中のノレ形とタ形の習得過程
の習得順序を明らかにする。 を明らかにする。
調査 A 表出課題: OPI 発話資料 調査 C 表出課題: OPI 発話資料
調査 B 理解課題:自然さ評定タスク 調査 D 理解課題:多肢選択式テスト内省課題: r書き換え」タスク 内省調査:質問回答
2. 研究課題 1-調査 A と調査 B
研究課題 l を解明するため、表出課題の調査 A と理解課題・内省課題の調査 B を行った。
調査 A では、 OPI によって集められた発話資料 rKY コーパス」を基に、中国語母語話者によ
るノレ形とタ形の各意味用法の習得順序を考察した。また、母語話者の使用状況と比較するため、「日
本語会話データベースの構築と談話分析」から任意の15人のデータを使用した。ノレ形とタ形の意味
用法に関して、本研究は先行研究を踏まえ、テンスとアスペクトの観点から名詞修飾節におけるノレ
形とタ形の意味用法をそれぞれ「純粋な装定、状態・能力、将来の出来事、習慣・繰り返し、未完
了の出来事、感覚・知覚の内容」、「形容詞的な用法、過去の状態・能力、過去の出来事、過去の習
慣・繰り返し、結果の状態、完了」の六つに分類した。
分析は以下の手順で行った。まず、該当する名詞修飾節を資料から抽出し、名詞修飾節における
テンス・アスペクト表現の使用頻度と割合を算出した。そして、日本語母語話者に正誤をチェック
してもらった。さらに、正用とその使用頻度について、意味分類に従ってレベノレ別に出現数と割合
を求めた。横断的なデータから習得の難易度を推定する方法の一つである「合意的尺度化
(Implicational Scaling) J を用いてデータ処理を行った。分析した結果、ノレ形は「純粋→状態→
将来、繰返し→未完了、感覚」の順で、タ形は「過去→完了→結果状態、形容詞的→過去の
繰返し、過去の状態」の順で習得されていくことが分かった。
学習者に影響する要因に関して、本研究は母語、文法規則の難易、インプット、教室学習の四つ
の観点から検討した。中級学習者によるノレ形に関しては、使用頻度が一番多いにも関わらず、正用
率がもっとも低いことが調査の結果によって分かった。ノレ形を過剰使用する原因のーっとして、母
語の影響が考えられる。
しかし、習得初期の学習者は単にノレ形を使用しているわけではなし、。タ形の使用、特に「過去の
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出来事」を表すタ形の使用は中級から少なからず観察された。母語の規則と反するタ形が早く産出
された原因のーっとして文法規則の影響が考えられる。「過去の出来事」のタ形は文末規則をその
まま名詞修飾節に適用できるので、学習者にとって困難度が下がったわけである。同様に、「純粋J 、
「状態」、「将来」のノレ形、「過去の状態」のタ形も文末規則を適用できる。これらの意味用法は、「過
去の状態」を除いて、より早く習得されることが調査の結果により明らかになった。それに対して、
「繰返し」、「未完了」、「感覚」のノレ形、「形容詞的」、「過去の繰り返し J、「結果状態」、「完了」のタ
形は文末規則と異なるので、習得するのにより時聞がかかる。
また、調査 A では日本語母語話者の会話データを分析した。その結果、母語話者の使用状況と
学習者の習得順序が若干異なるところがあるが、基本的に一致していることが分かった。母語話者
が多く使っている「純粋」、「状態」の/レ形は学習者にとって習得しやす L、。習得するのにより時聞
がかかる「習慣」、「感覚」のノレ形、「過去の状態」、「過去の習慣・繰り返し」のタ形は、母語話者
による産出も少なかった。しかし、母語話者が多く使用した「形容調的j は、学習者にとって難し
いことが調査 A の結果で明らかになっている。
最後に、初級日本語のテキストとして日本国内及び世界各国(中国を含み)でよく使用される教
科書『みんなの日本語 U(スリーエーネットワーク 1998) の名詞修飾節導入の課(第22課)を例
として、教室学習の影響を検討した。まず、『みんなの日本語 u 第22課で出現したノレ形とタ形の
各意味用法の頻度と割合を算出した。その結果、ノレ形の使用について、日本語母語話者の使用状況
と比べて大きな差がないことが分かった。しかし、タ形の使用ついて、事情が異なっている。教科
書にあるタ形の出現が「過去」、「過去の状態」、「完了」の三種類に限られ、日本語母語話者がそれ
ほど多く使っていない「過去」のタ形が教科書ではかなりの高頻度で現れている。それに対して、
「形容詞的用法J のタ形は教科書で一例も観察されなかった。学習者が習得初期の段階で、教科書
の影響を受けて「過去」のタ形を早く習得する可能性が考えられる。また、もともと文末規則と異
なる「形容詞的用法」のタ形の習得に関しては、教室学習での接触頻度もかなり少ないため、学習
者がこの類のタ形を遅く習得することが予測できる。そして、教科書の練習方法に関して分析した
ところ、『みんなの日本語 u 第22課においては、単純な文を復唱するものと、単文を提示してそ
れを名調修飾節に転換する練習があることが分かった。このような練習を経て、学習者が単文(文
末)規則に影響される可能性があると考えられる。
このように、学習者が日本語名詞修飾節中のノレ形とタ形を習得する際に、母語、文末規則、イン
プット及び教室学習といった影響を受けて習得を進めていくことが考えられる。
表出課題では、学習者が難しい意味項目に対して回避ストラテジーを利用して産出しないこと
や、現実的に使う場面が少ないことにより産出しないことなどが考えられる。学習者の理解を反映
しない結果が得られたのではないかという疑問が残る。そこで、本研究は自然さ評定タスクに基い
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た理解調査を用いて調査 B を行い、表出課題の調査 A で観察された少数の表現や観察できなかっ
た表現を包括して考察した。その上、「書き換え j タスクの内省調査を行い、競合する言語形式の
有無が意味項目の習得困難度に影響しているかどうかを検討した。
調査 B の被験者は中国の大学に在籍する日本語科 2 年生(日本語能力試験 2 級合格者・日本滞
在経験なしの50名)、 3 年生(日本語能力試験 l 級合格者・日本滞在経験なしの44名)、中国の大学
の日本語科卒業生(日本語能力試験 1 級合格者・日本滞在経験一年以上の44名)の三つの学習者グ
ノレープから構成されている。また、調査丈は日本語として自然な文と不自然な文からなり、その適
切さを確認するため、日本語母語話者100人に協力してもらった。
調査では、日本語の丈の自然さ評定タスクを用いた。調査文は砂川(1986) 、中畠(1995) 、加藤
(2003) などの先行研究を参考に、調査 A で提案したノレ形とタ形の意味用法の分類枠組みに従って
作成した。質問紙はノレ形とタ形の意味分類の 1 項目につき 4 丈ずつ、合わせて12項目 48文から構成
されている。主文の時制性が調査の結果に影響されないように、 1 項目の 4 文のうち、 2 文の主文
が非過去時制であり、 2 文の主文が過去時制である。また、「書き換え」タスクの内省調査は自然
さ評定タスクと同時に行う。ある調査丈に対して、被験者が不自然と判断した場合、自然な文に書
き直してもらうというタスクである。
分析する際に、まず、学習者の各グノレープと全体の正答率を計算した。そして、対応のある一元
配置分散分析 (One-Way Repeated-Measures ANOVA) で全学習者の正答率を分析し、ノレ形とタ
形の各意味項目聞の有意差を検定した。さらに、有意差検定の結果とグループごとの正答率に基づ
いて、ノレ形とタ形の習得順序を考察した。最後に、「書き換え」タスクの結果を考察し、言語習得
は言語形式と機能とのマッピングするプロセスであるという認知的なアフ。ローチに従って、習得順
序を解釈した。
調査した結果、ノレ形とタ形の習得}II頁序は競合環境により三つの習得階層にまとめられた。
階層 I に属する意味項目は「純粋」、「将来」、「状態・能力」、「過去」である。これらの項目は、
競合する言語形式がなく、述定に転換しでもノレ形またはタ形のままである。学習者が少ない労力で
文末規則をそのまま名詞修飾節に適用できる。また、競合形式がないので、意味項目と言語形式の
マッピングのプロセスも非常に単純である。従って、この階層に属する意味項目は学習者にとって
最も習得しやす L 、。
階層 E に属する意味項目は「未完了」、「繰返し」、「完了」、「結果状態」、「過去の状態」、「過去の
繰り返し」といったアスペクトを表すものである。この類のノレ形とタ形は述定に転換した時、テイ
ノレ形やテイタ形になる場合が多 L、。学習者が時市Ij性のノレ形とタ形のように文末規則を当てはめれば、
間違いが出てくる。もっと厄介なのは、ノレ/タ形とテイノレ形/テイタ形のご通りの形式が使用可能
な場合である。このような複雑な競合環境は学習者を混乱させると考えられる。学習者にとって、
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ノレ/タ形とのマッピングはより遅く、習得は困難である。
さらに、階層Eに属する「感覚」、「形容詞的用法」の習得は最も困難な項目である。これらの意
味項目においては競合する形式が多く、しかも述定に転換した形では競合形式のほうがよく使われ
ている。また、文末におけるノレ形とタ形は基本的に時制表記として使われ、その強い時制性が負の
影響を与えていると考えられる。これらの意味項目の習得過程は複数の競合形式とマッピングして
いくプロセスであり、かなり上達した学習者も誤用が起こったりして化石化する場合もあると考え
られる。
表出課題 (OPI 発話資料)、理解課題(自然さ評定タスク)及び内省課題 (1書き換え」タスク)
の結果をまとめ、名詞修飾節中のノレ形とタ形の習得順序及びそれに影響する要因を分析し考察を
行った。ここでは、三つの習得階層を基に、調査 A、 B の分析結果を次のように図 l にまとめる。
易
階層 I
ル形純粋、将来、
状態」
タ形過去」
競合する形式無し
正の転移:母語の影響、文
末規則の適用、インプット
の影響、教室学習の影響
階層 H
ル形未完了、繰返しJ
タ形完了、結果状態、
過去の繰返し、過去の状態」
競合する形式あり
負の転移:文末規則の影響
階層皿
ル形感覚」
タ形形容詞的用
法I
難
• 
競合する形式あり
負の転移:文末規則の影
響、教室学習の影響
図 1 名詞習得節中のル形とタ形の習得階層及びそれに影響する要因
3. 研究課題 2-調査 C と調査 D
本研究では、 トキ従属節における述語のノレ形とタ形の習得を、表 2 に示したように従属節の基準
時間と主文との時間関係の二つの観点から分析し考察を行った。
表 2 トキ従属節における時間関係
絶対テンス:発話時を基準とする
基準時間 相対テンス:主文の出来事時を基準とする絶対=相対:絶対・相対テンスのどちらに基づいても
同ーのテンス表示を取る
主文との 同時関係:主文と同時
時間関係 継起関係:主文以前、主文以後
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研究課題 2 に関して、表出課題の調査 C と理解課題・内省課題の調査 D を行った。
調査 C は、中国語母語話者によるトキ従属節中のノレ形とタ形の習得状況を考察した。使用した
データは調査 A と同様である。分析はまず、該当するトキ従属節を資料から抽出し、 トキ従属節
におけるノレ形とタ形の使用頻度と割合を算出した。そして、日本語母語話者に正誤をチェックして
もらった。次に、表 2 に従い、基準時間の観点から、絶対テンス、相対テンス、絶対=相対を表す
ノレ形とタ形の使用頻度と割合を算出し、主文と時間関係の観点から同時と継起関係のトキ従属節の
分布を考察した。最後に、「基準時間J と「主文との時間関係」の二つの観点から総合的に分析した。
調査した結果、習得初期の学習者が基本形ノレ形を多く産出した一方、誤用もノレ形に集中している
ことが分かった。そして、学習が進むにつれて、絶対テンスのタ形の使用が目立っている。なお、
相対テンスの産出は、超級の一例しか観察されなかった。また、母語話者の会話データを分析した
結果、日本語母語話者が、同時の場合は絶対テンスをとり、継起の場合は相対テンスを取る傾向が
見られた。
調査 C の結果により、習得に影響する要因を考察したところ、習得初期の学習者が母語の影響
を受け、ノレ形を多用したと考えられる。また、学習が進むにつれて、絶対テンスとしたタ形の使用
が目立つのは文末規則を複文にそのまま適用できるからだと考えられる。しかし、日本語母語話者
の会話データの使用割合と KY コーパスでの学習者の使用割合を比較した結果、 2 つの割合は大き
く異なっている。従って、習得プロセスへのインプットの影響は考えにくい。また、教科書では相
対テンスの使用を強調しているものの、学習者による相対テンスの産出が極めて少ないので、教室
学習の影響も考えにくい。調査 C の結果をまとめると、習得初期の学習者が母語の影響により、
ノレ形を多用した。習得中期の学習者は文末規則に影響され、絶対テンスとしたタ形を多く使用した。
習得が進むにつれて、学習者の使用が目標言語に近づいていく傾向を示している。ここでは、この
習得プロセスを下記の図 2 に示す。
初期 中期 発達期
図 2 表出課題によるトキ従属節中のル形とタ形の習得過程及びそれに影響する要因
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しかし、発話資料では言語形式をじっくり考える時聞がなく、無意識に使用するものが多く、「手
続き的知識 (procedural knowledge) J レベルの知識しか観察されなし、。そこで、調査 D の理解課
題と内省課題により、 トキ従属節のテンス・アスペクト表示に注意を呼びかけるアンケート調査を
用いて、いわゆる「宣言的知識 (dedarative knowledge) J レベノレで学習者の習得状況を考察した。
調査 D はトキ従属節の特徴を踏まえ、長友 (1991)の提唱する「系統的可変モデ、ノレ (Systematic
Variation Model = SVM) J と Bates & MacWhinney (1989) の競合モデノレ (The Competition 
Model)における「キューに導かれた学習 (cue-based learning) J の理論枠組みで研究を進めていっ
た。本研究は系統的可変モデ、/レと競合モデノレの理論を用いて以下の仮説を立てた。
1) r系統的可変モデル」に基づき立てられた仮説
a. 日本語母語話者の選択には可変性があるが、この可変性は系統的なものである。
b. 学習者の習得はこの系統的な可変性に近づいてし、く過程である。
2) r競合モデルj に基づき立てられた仮説
a. トキ従属節におけるテンス・アスペクト表示が絶対テンス=相対テンスを表す場合(ローカノレ
キュー)、母語話者による選択のバリエーションは小さく、 L2 学習者はより簡単に習得でき
る。
b. トキ従属節におけるテンス・アスペクト表示が絶対テンスのみ、あるいは相対テンスのみ表す
場合(グローパノレキュー)、母語話者の選択は大きくゆれ、 L2 学習者の習得にはより時聞が
かかる。
実験の対象者は日本に滞在する 20代の中国人日本語学習者26名である。また、比較対象として日
本語母語話者62名 (20代の大学生)に対しでも同じ調査を実施した。学習者のレベノレ判定のために、
日本語能力試験 1~3 級に相当する文法問題各10聞の計30聞からなる事前テストを行った。その結
果に基づいて、学習者を初級、中級、上級の三つのグループに分けた。
調査では、四つの選択肢の中から最もふさわしいものを選択させる多肢選択式テストを用いた。
質問文は「ローカルキュー」と「グローパノレキュー」に分類した。前者では、従属節における形態
素は絶対テンス、相対テンスのどちらに基づいても同ーのテンス表示を取り、結果として両方の解
釈が可能である。後者は、絶対テンス、相対テンスの違いによりテンス表示が異なる場合である。
そして、従属節と主文の出来事の時間関係に基づいて、「同時」と「継起」の 2 種類に分類した。
さらに「継起」の下位カテゴリーとして、「主文以前J と「主文以後」の二つの時間関係がある。
理解課題の後、同じ質問紙の最後に内省課題を付け加えて筆記式インタビューを行った。内省課題
は質問紙に出た丈の答え及びその理由や自分の考えを記述してもらうものである。
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調査した結果、まず、言語形式の選択に関して、いずれの学習者グループもノレ形とタ形をほぼ均
等に選択したことが分かった。これは表出課題の調査 C の結果と大きく異なる。
次に、ローカノレキューとグローパノレキューの場合の選択結果を分析した。ローカルキューの場合、
各クツレープとも高い選択率を示した。一番低い初級学習者も 70%近くまで至っている。分散分析の
結果、初級と中級学習者はそれぞれ母語話者と有意差を示したが、上級学習者と母語話者の聞には
有意差がなかった。初級はまた上級学習者との間にも有意差が見られた。これは、ローカルキュー
のトキ従属節が中国語母語話者にとって困難でないことを意味し、レベノレにしたがって初級から上
級まで順当に母語話者の選択結果に近づいていく傾向を示している。
一方、グローパノレキューの言語環境において、学習者の方が母語話者に比べて選択に際して迷い
が大きいと言える。グローパノレキューの場合は学習が進むにつれて学習者の選択パターンが最後ま
で母語話者に近づく傾向が見られなかった。これはグローパノレキューのトキ従属節が学習者にとっ
て困難であることを示している。平均値は個人のバリエーションを相殺する危険があるので、本研
究では更に日本語母語話者及び学習者の個人データを検討することにした。その結果、同時の場合、
ほとんどの母語話者による絶対テンスマーカーの選択率は相対テンスマーカーよりはるかに高い傾
向がみられた。その逆に、継起の場合、母語話者が明らかに相対テンスマーカーをとる傾向がある。
母語話者と比べ、学習者による絶対・相対テンスの選択がかなり無秩序であるこの調査結果はグ
ローパノレキューのトキ従属節が学習者にとって困難であると裏付けている。
以上の結果により、二つのモデノレの適用可能性に関して検討したところ、「系統的可変モデノレJ
に基づき立てられた仮説 a は証明されたが、 b は証明されなかった。そして、「競合モデ、ノレ」に基
づき立てられた仮説 a と b はともに証明された。
アンケート調査の最後に、質問紙に出た丈の答え及びその理由や自分の考えを記述させる内省課
題(筆記式インタビ、ュー)を行った。その結果、文末規則、英語、教室学習といった要因が学習者
に影響を及ぼすことが分かった。しかし、どの要因がどの段階の学習者に影響するかというような
一定の習得規則は、本調査の結果によっては見出すことができなかった。それは、学習者の聞に個
人差が大きいからか、本調査の被験者の人数が少ないという原因に起因しているか、まだ確認でき
ない。この点に関して、今後縦断的調査及び大人数の横断的調査を行って明らかにしたい。
4. 本研究の意義と今後の課題
本研究の日本語習得研究における意義は、調査内容と調査方法の 2 点が特色として挙げられる。
調査内容に関して、従来の習得研究と異なり、本研究はノレ形とタ形の言語形式に着目し、名詞修飾
節中のテンス・アスペクト表現の習得研究を行った。調査方法に関して、公開されたコーパス(表
出課題)を利用し、アンケート調査(理解課題と内省課題)と併用して、学習者の習得過程と影響
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する要因を検討した。複数の調査方法を用いて考察したのは、より全体的に学習者の習得状況を把
握できると考えるからである。
また、本研究は日本語教育の現場へも貢献できると考えられる。本研究の結果から、名詞修飾節
中のテンス・アスペクト表現は、競合する言語形式が多く、意味用法も複雑なため、学習者にとっ
て難しい文法項目の一つであるということが明らかにした。このような文法項目に関して教室指導
を行う際に、 Focus on Form のような適宣言語形式に注意を向ける言語指導方法が適切であると
考えられる。
今後の課題として、調査内容、調査方法、調査対象の三点に留意して進めていきた L 、。今回はノレ
形とタ形に注文して調査を行ったが、今後はアスペクト表示とするテイノレ形とテイタ形も含めて考
察したい。また、本研究では、教室指導の効果に関して検討しなかったが、今後は Focus on 
Form が学習者の習得に必要できるかどうかについて教育現場で検証していきたい。調査方法に関
して、本研究は横断研究を用いて考察を行ったが、今後は学習者の習得プロセスを縦断的な調査方
法で検証していきたい。本研究の調査対象は中国語母語話者に限られ、調査の結果が母語の影響に
起因しているか、その文法項目の普遍的な習得過程であるかに関しては確定できない。今後はより
多くの母語話者を対象に研究を進めて行きたい。
論文審査の結果の要旨
本論文は、中国語母語話者による日本語名詞修飾節中のテンス・アスペクト表現の習得過程をノレ
形とタ形の形態上の対立を考慮しながら考察したものである。より具体的には、被修飾節が実質的
な名詞である典型的な名詞修飾節中と、形式名詞トキに導かれた従属節中のテンス・アスペクト表
現の習得過程について調査を行った。
まず、発話資料コーパスを基に、中国語母語話者による一般の名詞修飾節中のノレ形とタ形の各意
味用法の習得順序を考察した。分析の結果、ノレ形は「純粋→状態→将来、繰返し→未完了、感覚」
の順で、タ形は「過去→完了→結果状態→、形容調的→過去の繰返し、過去の状態」の順で習得さ
れることが分かった。
また、自然さ評定タスクに基いた理解調査を用いた調査を行った。その結果、習得順序に3つの
階層が認められ、これが他の形式との競合の多さと一致していることが分かった。階層 I は「純
粋」、「将来j、「状態・能力J、「過去」、階層 II は「未完了J、「繰返し J、「完了J、「結果状態」、「過
去の状態」、「過去の繰返し」、階層凹は「感覚」、「形容詞的用法」である。
次に、上記コーパスにもとづき、中国語母語話者によるトキ従属節中のノレ形とタ形の習得状況を
考察した。基準時間の観点から、絶対テンス、相対テンス、絶対=相対を表すノレ形とタ形の使用
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頻度、割合を算出し、主文と時間関係の観点から同時と継起関係の分布を考察した。初期学習者は
母語の影響により、ノレ形を多用した。中期の学習者は文末規則に影響され、絶対テンスのタ形を多
く使用した。他方、日本語母語話者は、同時の場合は絶対テンス、継起の場合は相対テンスを取る
傾向が見られた。
最後に、トキ従属節のテンス・アスペクト表示に関してアンケート調査を行った。その結果、従
属節中の形態素が絶対テンス、相対テンスのどちらに基づいても同ーのテンス表示を取り、両方の
解釈が可能なローカルキューの習得は中国語母語話者によって困難ではなく、レベノレに応じて順当
に母語話者の選択結果に近づく傾向が見られた。他方、絶対テンス、相対テンスの違いによりテン
ス表示が異なるグローパノレキューのトキ従属節に関する習得は困難であり、上記の日本語母語話者
とは大きく異なって無秩序な傾向を示す。
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